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【要旨】 

本研究は、ファッションが個人の心理において果たす役割に着目し、装いが単なる外見的装

飾ではなく、心理的防衛機能を持つ「心の鎧」として機能する側面を明らかにすることを目的と

する。従来、ファッションは自己表現や流行の文脈で語られることが多かったが、本研究では心

理学・社会心理学の先行研究を基盤とし、装いが感情調整や対人関係に及ぼす影響について理論

的に整理した。 さらに、筆者自身の経験に基づく考察および複数名へのインタビュー調査を通

して、装いが実際の生活場面でどのように機能しているのかを検討した。その結果、ファッショ

ンは不安や弱さから自己を守る防御的機能を果たすだけでなく、他者との距離感や場の空気を調

整し、自己像を能動的に提示・操作する手段としても用いられていることが明らかになった。 

とりわけ、装いは「傷つかないための防御」としての役割にとどまらず、威圧感や存在感を演出

することで他者の認知に働きかけ、社会的関係性をコントロールする積極的な機能も持ち得る。

本研究は、ファッションを内面と社会を媒介する実践として捉え、個人が社会の中で生き抜くた

めの重要な心理的装置であることを示すものである。 
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